
 
 

岳南電車への公的支援の効果検証について 

 

１ 岳南電車（岳南鉄道線）の概要 

  岳南電車は、長さ 9.2 キロメートル、10 駅の全ての駅から    
富士山を望むことができます。 

  昭和の風情が残る駅舎や昔ながらの電鈴の踏切の警報器

など、車窓からの風景がゆっくりと流れていきます。 
  また、夜には、工場夜景とのコントラストが昼間とは違っ

た表情を見せることから、（一社）夜景観光コンベンション・

ビューローが制定した「日本夜景遺産」にも認定され、全国

から鉄道ファンが集まる人気の路線となっています。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【岳南鉄道線の路線図】   
 

２ 経緯 

本市では、地方鉄道「岳南鉄道線」を運行する岳南電車に対し、平成 16 年度から公的支援を実

施しています。 
令和 5 年度～9 年度（第 4 クール）についても、「岳南電車は市民の暮らしの足として不可欠な

交通手段である」ことから、公的支援を継続しています。 
 

３ 公的支援の継続にあたっての条件 

  公的支援の継続にあたっての条件は以下の 3 つです。 

（１）これまで以上の自助努力を行い、利用促進策による増収を図ること。 

（２）市民、事業者、岳南電車、行政のオール富士市で岳南電車の活性化に向けた取組を継続する

こと。 

（３）岳南電車は、鉄道事業の「経営改善」や「地域共生型の交通サービス」の提供に向けた行動

計画を策定し、確実に履行すること。 
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４ 補助金額について 

各年度の補助金額は、岳南電車の財政計画に基づき、鉄道事業収支欠損見込額から自助努力分

としての 9％を除いた 91％とし、実績によって欠損額が計画より下回る場合は、年度ごと精算す

ることになっています。 

【補助スキーム】 

営業費用 

営業収益 
欠損額 

補助金額 自助 
努力 

                               91%                   9% 

 

【補助金額】※H16～H22：1,000 万円、H23：2,000 万円、H24～H26：6,500 万円、H27～R4：6,200 万円 

 

 

 

＜実績＞ 

補助金額 77,486 欠損額（当初計画）86,678 千円 

欠損額（実績）  85,150 千円 差 引 額 ▲1,314 

 

 

５ 市の取組について 

市は、公的支援の継続にあたり、次の 3 つの取組を行うことになっています。 

取組１ 「岳南電車行動計画」の履行確認におけるモニタリング制度の導入 

    行動計画の進捗状況の確認（岳南電車・市）を行い、確実な計画履行を目指す 

取組２ 公的支援の効果検証の実施 

    モニタリング結果を富士市公共交通協議会に報告し、協議結果を公表する 

取組３ 庁内横断的な岳南電車への支援 

    庁内横断的に岳南電車を支援する体制作りを推進する（岳南電車庁内連携支援会議の設置） 

 

【岳南電車庁内連携支援会議】 

都市整備部 都市計画課 総務部 シティプロモーション課 福祉部 福祉総務課 

市民部 市民安全課 産業交流部 商業労政課 産業交流部 交流観光課 

教育委員会 学校教育課     教育委員会 文化財課 教育委員会 富士市立高等学校 

 

取組１については、令和 6 年 4 月 26 日に開催した岳南電車庁内連携支援会議において、令和 5
年度の行動計画の進捗状況や個別指標の実績値等を確認し、着実に計画が履行されていることを

共有しました。 

年度 R5 R6 R7 R8 R9 計
補助金額
（千円）

78,800 83,000 88,100 63,800 66,000 379,700

第4クール

※想定を上回る輸送状況の回復が 

見られ、運行収入が大幅に増加 

したため。 
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６ 岳南電車行動計画の履行確認結果について（Ｒ５年度分） 

 
事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 市民の足としての利用促進施策の継続（目標１） 
取 組 種 別 日常の利用拡大に向けた利用促進策 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

ダイヤの改善 
ＪＲダイヤ改正に合わせ、利用者アンケート結

果を基にダイヤ改善を実施した。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）お客様アンケートの実施 1 回／1 年【1 回／年】 

2）ダイヤ改正検討 1 回／年【1 回／年（3／16 実施）】 

3）増発対応 2 回／年【2 回／年（吉原祇園祭、毘沙門天大祭）】 

定期利用者の拡大 

パーク＆ライド駐車場の利用促進継続やポケ

ット時刻表を増刷（業務委託）車内や沿線配布

した。スマホ定期券の販売拡大により通勤定期

利用者は大幅に増加した。 

76 46,418 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）目標定期利用者数達成 350,919 人【355,920 人】 
2）ポケット時刻表配布  1 回／年【1 回／年（3 月ダイヤ改正時配布）】 
3）利用性向上に向けた DX 推進 キャッシュレス化・MaaS 検討推進 

【スマホ定期券「チケパス」販売促進】 

定期外利用者の拡大 
高齢者などに向け、免許返納者用回数券などの

受入を拡大した。夜景電車やビール電車、団体

貸切電車を運行し定期外利用者が増加した。 

127 83,606 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）目標定期外利用者数達成 360,246 人【384,685 人】 
2）富士市内共通回数券の利用受入 120 千円／年【121 千円／年】 
3）免許返納者用共通回数券の利用受入 150 千円／年【390 千円／年】 
4）駅別時刻表配布 1 回／年【1 回／年】 
5）イベント電車等催行・開催告知 12 回／年【夜景電車 29 回、ナイト

ビュープレミアムトレイン及び「富士の宵」12 回、ビール電車（当社主

催）6 回催行／いずれも年】 

将来の利用者・支援者

の育成 

こども向け鉄道体験イベント開催（職場見学・

利用体験）、ツアー組込を企画した。駅舎での

沿線学校の作品展示や奉仕活動に活用・周知し

た。また富士市立高校生徒のサマーインターン

シップ 2 名を受け入れた。 

26 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）乗り方教室、見学会等実施 4 回／年【6 回／年】 

2）絵画・写真コンテスト等実施 1 回／年 
【ヘッドマークコンテスト1 回／年】 

21



＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

   

▲ダイヤ改正告知        ▲吉原祇園祭多客対応      ▲毘沙門天大祭多客対応 

 

  

▲毘沙門天大祭臨時ダイヤ      ▲ポケット時刻表、ダイヤ改正対応 

  

▲新夜景観光電車「富士の宵」    ▲ジャズ電車 

  

▲乗り方教室｜吉原本町駅               ▲岳南電車オリジナルヘッドマーク 

デザインコンテスト 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 市民の足としての利用促進施策の継続（目標１） 
取 組 種 別 利用促進のための環境整備 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

車両、トイレ、駐輪場 
などの美化と整備 

車両、トイレの美化や駐輪場の整備を行い、お

客様の利用促進のための環境整備への取り組

みを推進した。 
380 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）安心してご利用いただける感染症拡大防止対策 

【5 月までドアノブなど定期的な消毒実施】 

2）駅施設（トイレ、駐輪場）改善計画に則り１年に１駅  

【須津駅トイレ改修】 

お客様のご意見集約の

強化 
お客様の気付いた点や要望などを受け付け、よ

り利用し易い環境整備を行った。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）お客様相談ご意見窓口の継続・改善 1 回／月全社会議で検証 
【全従業員に「気づきシート」を記入・提出させ、お客様の声を収集、

毎月の現場長会議で報告、対応を検討した。】 
2）お客様アンケートの実施 1 回／年【1 回／年】 

CS の向上 
外部講師による教育や、定期的な CS 向上運動

を実施した。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）富士急グループＣＳ教育への参加 1 回／年 
【3/18 外部講師による研修実施、 1 回／年】 
2）サービスクオリティの確認・改善 1 回／月全社会議で検証 
【現場長会議で検証 1 回／月】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

   

▲窓口ふき取りの様子     ▲電車内ふき取りの様子    ▲須津駅トイレ 

   

▲現場長会議の様子         ▲CS 接客教育         ▲CS 接客教育 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 
取 組 種 別 誘致活動の強化・案内充実 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

誘致活動の強化 

市外・国内外や沿線外からの誘致活動を強化す

るため、沿線の魅力や観光情報を積極的に発信

し、旅行代理店などへの積極的な販促活動を実

施した。 

20 0 

〇 

 個別指標【実績】 

１）旅行代理店や観光関連団体等ＰＲ 2 回／年【静岡市内 2 回】 

２）商談会等イベントへの出店 2 回／年【東京、大阪（富士山観光交

流ビューローに依頼）に出店、2 回】 

３）自社実施イベントへの集客 1,000 人／年 【2,155 人／年】 

駅や車内における案内

の強化 

観光客等の不案内な旅客の利便性向上のため、

主要駅において接続する交通手段の案内、アテ

ンダントの乗務や外国語案内標記の充実等に

取り組む。 

418 0 

〇 

 個別指標【実績】 

１）周辺観光情報の紹介展示各駅に設置 

【各駅周辺施設案内 A 型看板を整備】 

２）多客時の保安乗務、ガイドイベント・多客の都度 

【吉原祇園祭、毘沙門天大祭開催日に保安要員添乗】 

３）掲示物の多言語化推進多言語表示対応（R7 整備完了） 

【各駅、車内運賃表の多言語化実施】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 
 

   
▲新夜景観光電車「富士の宵」▲富士の宵         ▲がくてつ運転体験（報道） 

   

▲各駅周辺観光情報       ▲各駅乗換案内        ▲各駅時刻表｜多言語対応 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 
取 組 種 別 イベント・企画電車等の開催 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

沿線イベントの企画・

開催 

沿線施設・地域への集客のため、自社企画イベ

ントや市及び関係団体と連携したイベントの

開催、市内・沿線で開催される地元イベントと

連携していく。 

600 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）自社企画イベント 4 回／年【夜間徒歩巡回、機関車ひろばイベン

ト、ナイトステイホーム、岳南電車まつり】 

２）沿線ウォーキングマップ作製 1 回／年 

【沿線マップリニューアル作成】 

３）沿線イベント連携 3 回／年【アートクラフトフェア（中央公園）、

吉永青空フェスティバル、トレインフェスタ（ロゼシアター）、元吉原

わくわくマルシェなど沿線イベントに出展】 

イベント列車の企画・

運行 

岳南電車自体を観光誘客の目的とするイベン

ト電車を運行する。また電車のラッピング装飾

などにより話題性を提供する。 
1,504 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）イベント電車の企画運行 4 回／月（夜景電車、運転体験等） 

【イベント電車 47 回、運転体験 16 回／年】 

２）ラッピング装飾等 1 回／シーズン 【ラッピング等装飾電車：花

咲くジヤトコ駅前プロジェクト、みちまるくん＆さもにゃんコラボラッ

ピング、ハロウィン車内装飾、だるま電車 計 4 回／年】 

アテンダントの充実 
色々なイベント列車での車内アテンダントを

育成し、イベント列車の魅力を高めて県外から

の誘客に努める。 

5 0 

△ 

 個別指標【実績】 
１）夜景観光士資格保持者毎年 2 人増加／年※現在 4 名 

【資格取得者 1 名、5 名に】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

   

▲岳南電車まつり２０２３         ▲ステージイベント 
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▲ハロウィン装飾実施             ▲がくてつ機関車ひろばイベント 

 

▲がくてつこどもまつり                ▲車内の様子         

  
▲わくわくマルシェ       ▲みちまるくん×さもにゃんコラボ 

  

 ▲だるま電車                   ▲お笑い電車 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 
取 組 種 別 岳南電車及び沿線のイメージアップ 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

駅の機能強化 
駅を中心とした賑わいの創出や沿線全体のイ

メージアップのため、地域の拠点としての駅機

能の強化と、駅自体の魅力度向上を図る。 
1,370 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）「がくてつ機関車ひろば」でのイベント・ツアー誘客等 

【5 月大型連休、及び 11 月岳南電車まつり 2024 で「機関車ガイド」

実施、1 月お笑い電車ステージイベント】 

２）吉原本町駅「まちの駅」の展示リニューアル 

【まちの駅外壁リニューアル実施】 

３）駅待合スペースの機能強化（周辺観光案内の拠点化） 

【吉原駅待合室パンフレットラック整備】 

魅力ある観光地の 
ＰＲ 

富士市や関係団体と連携し、田子の浦港や毘沙

門天、東海道吉原宿、須津川渓谷など多くの観

光資源と地域の文化や歴史、食に係る多様な地

産資源を活用した観光ＰＲを行う。 

1,094 341 

◯ 

 個別指標【実績】 
１）コラボＰＲ企画 2 回／年【FUJI まるごとひとったび、富士のほう

じ茶ラテのっぽパン販促活動、お笑い電車実施】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

  

▲がくてつ機関車ひろばイベント   ▲がくてつ機関車ひろばイベント 

   

▲お笑い電車         ▲まちの駅外壁リニューアル   ▲吉原駅待合室 

  

▲ほうじ茶ラテのっぽ   ▲ほうじ茶ラテのっぽきっぷ 

27



事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 
取 組 種 別 魅力あるお土産グッズの商品拡充 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

新規商品の開発 
鉄道関連グッズ、岳南電車オリジナルグッズを

企画販売し、話題性の向上によるイメージアッ

プと利用促進、付帯収入の拡大を図った。 
4,355 7,631 

◯ 

 個別指標【実績】 
１）新規オリジナルグッズ企画販売 3 品目／四半期 

【新商品 13 品目/年】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

   

 ▲コインケース        ▲ボディバッグ        ▲文具類 

  

▲車内補充券メモ帳       ▲電車型靴下 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 安全第一の経営方針と経営努力の継続（目標３） 
取 組 種 別 安全管理体制の維持 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

安全マネジメント体制

の強化 

・毎月開催の安全推進会議の開催、ヒヤリ・ハ

ット収集、交通安全 運動や夏季輸送・年末年

始輸送安全総点検の実施と社長巡視、内部 監
査や個人面談を実施した。 
・運転士等適性検査判定者 1 名資格取得 

50 0 ◯ 

社員の教育・訓練の 
実施 

部署単独教育の他、市防災危機管理課・地元自

治会の協力による津波避難訓練（6/24）、 県警

鉄道警ら隊との合同テロ対策訓練（1/30）の実

施 

0 0 ◯ 

踏切事故防止 
第 4 種踏切での危険行為に対して須津小学校

への注意喚起、啓発を実施した。 
0 0 ◯ 

 個別指標【実績】 

１）運輸安全マネジメントによる安全基本方針（行動規範）に従い、定期的な安

全推進会議や経営トップによる現場巡視など活動を推進する。【安全推進会議 1

回／月開催、経営トップ現場巡視 2 回／年】 

２）安全管理体制維持のため、経営管理部門（親会社安全管理部門含む）を含め

た全社による運輸安全マネジメント内部監査を実施する。 【富士急行安全統

括室による内部監査実施】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

   

▲安全推進会議（社内）           ▲現場巡視 

   

▲津波避難訓練         ▲テロ対策訓練 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 安全第一の経営方針と経営努力の継続（目標３） 
取 組 種 別 安全な鉄道施設の維持 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

計画的な設備・修繕工

事の実施 

国、県の安全対策補助 （国：30,725 千円、 

県：30,725 千円、自社負担：34,308 千円）を

活用し、線路・電路・車両の安全対策を行った。 
・線路設備 レールの重軌条化（本吉原駅～岳

南原田駅間、コンクリートまくら木化（岳南原

田下り本線 須津上り本線） 

・電路設備 自動張力調整装置更新（吉原～本

吉原間引止 2 号）、トロリー線張替え（吉原～

本吉原間 292ｍ、本吉原構内 106ｍ、本吉原～

岳南原田間 6ｍ、須津構内 293ｍ） 

・信号保安設備 踏切遮断機・警報機・制御用

機器更新（依田原踏切・本町南踏切・大坪踏切） 

・車両 車両重要部検査（7001 車両） 

34,308 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）計画的な鉄道施設の維持管理のため、鉄道設備の中長期計画を策

定し、それに基づき計画的な設備・修繕工事を実施する。 

【計画に基づき上記安全設備投資、工事を実施】 

２）電車車両や駅連動設備の大型設備更新にかかわる大型投資につい

ては、行政と密に連携し、その導入の判断を行う。 

【2026 年度以降の車両更新計画について担当部署と協議を行った】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

   

▲レール重軌条化       ▲PC まくら木化（原田駅下り） 
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 ▲PC まくら木化（須津駅上り） 

    

▲自動張力調整装置   ▲依田原踏切      ▲本町南踏切       ▲大坪踏切 

   

▲トロリー線張替 

  

 ▲7001 重要部検査        ▲須津開渠 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 安全第一の経営方針と経営努力の継続（目標３） 
取 組 種 別 低コスト経営の継続 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

合理効率的な経営の 
継続強化する。 

モバイルチケットを 1 日フリー乗車券導入し、

出札の営業時間に限定されない乗車券販売の

促進と業務効率化図った。 
200 7 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）行動計画実行に向けた適切な人員の配置と確保【運転士 1 名採用】 

２）安定した鉄道運行に加え、イベント企画・実施等マルチ化の推進

【駅員、運転士を企画営業チームに選任しイベントを企画させた】 

３）付帯事業の拡充（物販、イベント、貸切運転等）による収益改善 

【前出のとおり】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

 

▲ジョルダンモバイルチケット 

 

 
 
 
 
 
 

32



事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 市民・各種団体・行政との連携活動の継続（目標４） 
取 組 種 別 各種連携活動の継続 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

岳南電車の「利用促進

協議会」の活用 

「地域」「各種団体」「行政」「事業者」が連携し

岳南電車の利用促進を考え話し合う「岳南電車

利用促進協議会」に支援団体の協力、ご意見を

収集、利用促進策に活用した。 

0 0 
◯ 

 個別指標【実績】 1 回／四半期 【1 回／四半期開催】 

滞在的な利用者への働

きかけ 

「FUJI まるごとひとったび」事業によるデジ

タルスタンプラリー等実施により未だに利用

したことがない近隣の市民に周知。外国人観光

客には、富士急行海外駐在事務所との連携を強

化、岳南電車や市内観光名所を周知した。 

0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）鉄道の地域資源としての活用（沿線施設の目的地化） 

【機関車ひろばイベント開催】 

２）海外（外国人観光客）へ向けた情報発信 

【富士急行海外駐在事務所（バンコク、台北、上海）との連携強化】 

各種支援団体と連携強

化 

四半期ごとの「利用促進協議会」に各種支援団

体等にも出席いただき、緊密に連携し、事業の

改善や支援活動の方針などを協議した。 

0 0 ◯ 

社会貢献活動への積極

的な取組 

地域交通を担う鉄道事業者としての社会的使

命を果たすため、地域活動や環境活動、社会貢

献活動に積極的に取り組むほか、環境負荷の少

ない鉄道の利用促進事業の実施、ほか SDGｓ

をふまえたイベントの実施。 

0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）沿線地域活動への参加（地元清掃活動、地元行事等） 
【花咲くジヤトコ前駅プロジェクトに合わせての駅周辺清掃、三菱商事

ライフサイエンス様の沿線清掃活動に当社社員も参加した】 
２）環境活動（富士市ＳＤＧｓ未来都市推進企業としての役割） 
【がくてつこどもまつりにて、不要となったおもちゃを回収し、お子様

のお客様に留置した電車内で自由に遊んでいただくイベントの実施。イ

ベント終了後は「元吉原わくわくマルシェ」でおもちゃの無料配布実施】 

鉄道安定運行に向けた

課題の検討 

日本民営鉄道協会を通じて他地方鉄道事業社

との交流、情報交換を密に行ったほか、行政と

より緊密に当社鉄道の利用状況、経営上の課

題、行動計画の進捗等の情報交換を行うため、

市役所各部署と連携強化のため「庁内連携支援

会議」に出席し当社の経営状況等を説明した。 

0 0 ◯ 
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＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

  

▲岳南電車利用促進協議会     ▲デジタルスタンプラリー 

  

▲花咲くジヤトコ前駅プロジェクト       ▲同 

  

▲わくわくマルシェ              ▲はぐくむ FUJI オフィシャルサポーター認定 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 シティプロモーション活動等の積極展開（目標５） 
取 組 種 別 シティプロモーション活動等の積極展開 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

自社メディアの活用 

自社のウェブサイトに加え、ソーシャルメディ

ア、特に X（旧 Twitter）を活用した情報発信

を安心安全な運行にかかわる情報に加え、営業

施策や物販関連、沿線周辺情報や富士市全般に

関する観光情報や富士市の魅力など幅広く、適

時に積極的に投稿した。 

120 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）ウェブサイトＰＶ R5 年度（目標）800,000PV      

【2023.7 月 Google アナリティクス（解析ツール）の仕様変更によ

り PV 数の 23.7 以前の解析比較不能になったため次年度以降は新

たな指標を設定】 

２）ウェブサイト情報更新 2 回／月【2.08 回更新／月平均】 

３）SNS 情報発信 月平均 50 回程度【51.75 回発信／月平均】 

富士市の魅力 PR、イメ

ージアップ 

富士市の魅力をＰＲするために、沿線の地域資

源を紹介したパンフレットやマップの作製、

JTB 時刻表への情報掲載を行った。 
319 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）観光パンフレット、沿線マップ等の作成 2 回／年  

【沿線マップ、観光電車パンフレット作成】 

２）旅行専門誌、ガイド本などへの掲載 5 回／年 

【JTB 時刻表 11 月号に記事掲載】 

３）市関連ポスターの掲載 8 種類／年【17 種類／年】 

４）ツアー商品等造成タイアップ等 50 回設定／年【41 回／年】 

パブリシティの獲得強

化 
当社の取組や営業施策をマスコミへリリース

し、パブリシティ獲得を図った。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 
１）各種施策に関するリリース回数 1 回以上／月【1.58 回／月平均】 

２）他団体等との連携によるリリース 2 回以上／年【5 回／年】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

    

▲ウェブサイト  ▲X（旧 twitter） ▲tiktok（おさんぽがくでん） 
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総括的な指標【実績】 目標利用者数達成 711,165 人 【740,605 人】 
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